
新出単語・フレーズ （第 8回） 

日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文 

(1) イタリア 【名（可算）】 Italy 
I want to visit Italy. 

（私はイタリアを訪ねたいです） 

(2) 浜 / ビーチ 【名（可算）】 beach 
Let’s go to (1)the beach.  

（ビーチに行きましょう） 

(3) 屋根 【名（可算）】 roof 
The roof is red.  

（屋根は赤いです） 

(4) 訪問者 / 来客 【名（可算）】 visitor 
We have many visitors this year.  

（今年、私たちにはたくさんの来客がありました） 

(5) 天才 【名（可算）】 genius 
She is a genius.  

（彼女は天才です） 

(6) イタリア（人）の / イタリア語の /       

イタリア人 / イタリア語 

【名】（人＝可算）（言語＝ 不可算）

【形】 
Italian 

Do you speak Italian?  

（あなたはイタリア語を話しますか？） 

(7) 森 / 森林 
【名（可算）】 

（集合的には不可算） 
forest 

Those animals live in the forest.  

（それらの動物は森に棲んでいます） 

(8) 政府 / 政治 【名（可算・不可算）】 (2)government 
It is controlled by the government. 

（それは政府によってコントロールされています） 

(9) サラダ 
【名（不可算）】 

（具体的には可算） 
salad 

Who ordered this salad?  

（誰がこのサラダを頼んだのですか？） 

(10) 発表 / 告知 / アナウンス 
【名（不可算）】 

（具体的には可算） 
announcement 

I need to (2)make an announcement.  

（告知をする必要があります） 

(1) beach は限定されていなくても、the beach という形で使われることが多い。そのため、以下のような会話も成り立つことがある。 

   ＜例＞ A:  Let’s go to the beach.    B:  OK. Which one?  

(2) government は、代名詞が it （組織をさす）だけでなく、they （政府の人たち）になることもあるので注意。 

(3) 「発表をする」「告知をする」という場合、動詞は make が使われる。 



日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文 

(11) 絵をかくこと / （1枚の）油絵 
【名（不可算）】 

（絵＝可算） 
(3)painting 

That painting is beautiful.  

（あの油絵は美しいです） 

(12) 損害 / 被害 / 損害を与える 
【名（不可算）】 

【動】 
damage 

It will cause some damaged to your body. 

（それはいくらか体に損害を与えるでしょう） 

(13) 提出する  【動】 submit 
When did you submit it?  

（いつそれを提出したのですか？） 

(14) 作成する / 開発する / 創造する  【動】 create 
Who created that?  

（誰があれ作成したのですか？） 

(15) 連絡する 【動】 contact 
Did you contact your boss? 

（あなたの上司に連絡しましたか？） 

(16) 新鮮な  【形】 fresh 
Those fish are fresh. 

（あれらの魚は新鮮です） 

(17) きわめて 【副】 extremely 
It is extremely dangerous.  

（それは極めて危険です） 

(18) （～ということを）確かめる / 確認する ― make sure 
You have to make sure everything is safe.  

（あなたは、全てが安全なことを確かめる必要があります） 

(19) （情報などを）見つけ出す / 発見する  ― (4)find out 
We need to find out the truth.  

（私たちは真実を見つけ出す必要があります） 

(20) ～のために / ～のせいで ― (5)because of 
I was late because of the train.  

（電車のせいで私は遅れました） 

(3) painter で「画家 / 絵描き / ペンキ屋 / 塗装工」という意味になる。 

(4) find は、「見つける（「モノや人の場所を特定する」など）」 という意味なので注意。また、find out (that) + 文 や 間接疑問文の形でもよく使われる。 

  ＜例＞ I found out that he was lying. （彼が嘘をついていることを私は発見しました） 

(5) because of の後には「名詞」が入るため、接続詞 because の使い方とは異なる。 

＜例＞ I was tired because of my work.          （私は疲れました、私の仕事のせいで） 

         I was tired because I had five meetings. （私は疲れました。なぜなら、会議が 5つあったからです） 
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